
本
晉
『
中
論
の
思
想
』
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
立
川
武
蔵
氏
が

一
九
八
五
年
名
古
屋
大
学
に
提
出
き
れ
た
学
位
請
求
論
文
で
あ
る
。
中
観

派
の
開
祖
で
あ
る
龍
樹
（
ｚ
侭
四
号
目
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
「
中
論
』

白
昏
昏
営
倉
忌
旨
昌
亀
営
訂
軋
訂
根
本
中
頌
）
は
、
全
二
七
章
、
約
四
五
○

頌
か
ら
な
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
が
現
存
し
、
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト

語
訳
、
漢
訳
が
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
校
訂
本
は
、
Ｆ
ｏ
匡
尉
号
Ｆ
四

く
画
匡
府
屯
ｏ
口
器
旨
氏
に
よ
っ
て
一
九
○
三
’
一
九
一
三
年
に
出
版

（
四
目
○
弓
①
８
国
匡
匙
宮
の
四
月
く
ゞ
甸
鮮
の
扇
冒
侭
）
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
一

九
七
七
年
］
言
号
］
ｏ
侭
氏
に
よ
っ
て
新
た
な
写
本
を
参
照
し
た
校
訂

本
が
出
版
（
シ
島
胃
Ｆ
忌
日
ｑ
の
閏
①
め
Ｓ
Ｐ
冒
且
国
、
）
さ
れ
て
い
る
。

『
中
論
』
に
関
す
る
研
究
書
は
多
い
が
、
本
書
の
独
自
性
は
論
理
的
側
面

か
ら
『
中
論
』
を
切
り
開
い
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ
の
分
析
の
精
確
さ
、

綴
密
さ
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本

書
は
文
献
学
的
と
い
う
よ
り
も
、
思
想
的
に
『
中
論
』
を
読
み
込
ん
で
い

く
方
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
研
究
の
専
門
家
の
た
め
だ
け
の
難
解
な

研
究
書
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
知
識
人
一
般
に
対
し
て
も
門
戸
を
開
い
て

い
る
。
本
書
は
「
中
論
』
全
体
の
論
理
構
造
を
二
種
の
否
定
に
基
づ
き
な

が
ら
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
第
二
章
に
対
す
る
清
弁
（
、
菌
ぐ
画
く
弓
の
百
）

立
川
武
蔵
箸

『
中
論
の
思
想
』

山
本
和
彦

の
註
釈
書
『
智
恵
の
と
も
し
び
』
（
、
昌
笥
§
愚
烏
曾
般
若
灯
論
）
の
和
訳

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
の
節
ご
と
に
本
書
の
内
容
を
紹
介

し
て
み
た
い
。

第
一
章
「
龍
樹
に
お
け
る
『
聖
な
る
も
の
』
と
『
俗
な
る
も
の
筐
で

は
、
『
中
論
』
の
イ
ン
ド
論
理
学
史
上
で
の
位
置
づ
け
と
本
書
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
示
さ
れ
る
。

第
一
節
「
龍
樹
の
『
中
論
」
の
歴
史
的
背
景
と
問
題
の
所
在
」
で
は
、

龍
樹
以
前
の
初
期
般
若
経
典
で
あ
る
『
金
剛
般
若
経
』
の
逆
説
的
な
表
現

に
つ
い
て
の
従
来
の
解
釈
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
そ
こ
で
の
否
定
辞

の
用
法
が
問
題
に
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
『
如
来
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
智

恵
完
成
（
般
若
波
羅
蜜
）
は
非
智
恵
完
成
で
あ
る
』
と
如
来
に
よ
っ
て
説

か
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
智
恵
完
成
と
い
わ
れ
る
」
（
二
二
頁
）
と
い
う
表

現
中
の
「
非
智
恵
完
成
」
の
「
非
」
を
文
章
全
体
の
否
定
で
あ
る
命
題
否

定
と
解
釈
す
れ
ば
、
「
智
恵
完
成
は
智
恵
完
成
以
外
の
も
の
で
あ
る
。
ゆ

え
に
智
恵
完
成
と
い
わ
れ
る
」
と
な
り
、
形
式
論
理
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
こ
の
「
非
」
を
「
智
恵
完
成
」
だ
け
の
否
定
で
あ
る
名
辞

否
定
と
解
釈
す
れ
ば
、
「
智
恵
完
成
は
非
存
在
の
智
恵
完
成
で
あ
る
。
ゆ

え
に
智
恵
完
成
と
い
わ
れ
る
」
、
つ
ま
り
「
実
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
智
恵
完
成
は
、
実
際
に
は
実
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
智
恵
完

成
と
い
わ
れ
る
」
と
な
り
、
表
現
に
矛
盾
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
立
川

氏
の
解
釈
で
は
、
『
金
剛
般
若
経
」
に
は
形
式
論
理
学
に
従
わ
な
い
特
殊

な
論
理
は
存
在
し
な
い
。
以
下
、
本
書
で
は
こ
の
命
題
否
定
と
名
辞
否
定

と
い
う
ふ
た
つ
の
否
定
を
厳
密
に
区
別
す
る
と
い
う
方
法
が
『
中
論
』
を

解
釈
す
る
際
に
も
用
い
ら
れ
る
。
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第
二
節
「
龍
樹
の
思
想
の
宗
教
的
構
造
」
で
は
、
「
聖
な
る
も
の
」
と

「
俗
な
る
も
の
」
と
い
う
概
念
が
紹
介
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
宗
教
学
者
オ

ッ
ト
ー
（
”
且
○
一
｛
９
８
一
八
六
九
’
一
九
三
七
）
、
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教

学
者
モ
ー
ス
（
巨
閏
ｏ
の
一
三
ｇ
閉
一
八
七
二
’
一
九
五
○
）
、
ル
ー
マ
ニ

ア
の
宗
教
学
者
エ
リ
ァ
ー
デ
（
巨
胃
０
３
両
冒
烏
一
九
○
七
’
八
六
）
、

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
カ
イ
ョ
ワ
勇
○
鴨
『
９
筐
ｇ
⑫
一
九
一
三
’
七
八
）

な
ど
が
用
い
る
「
聖
な
る
も
の
」
と
「
俗
な
る
も
の
」
と
い
う
宗
教
学
の

概
念
で
龍
樹
の
『
中
論
』
を
理
解
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
中
論
』

は
「
俗
な
る
も
の
」
で
あ
る
言
語
的
展
開
（
冒
呂
目
０
ｍ
戯
論
）
を
止
滅

さ
せ
、
「
聖
な
る
も
の
」
で
あ
る
空
性
（
台
目
四
国
）
の
体
験
を
目
的
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
「
世
界
の
構
造
と
龍
樹
の
立
場
」
で
は
、
龍
樹
の
時
代
の
ニ

ヤ
ー
ヤ
（
ｚ
菌
冨
）
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
（
く
ゆ
豚
①
巴
匿
）
、
サ
ー
ン
キ

ヤ
（
獣
昌
厚
冒
）
な
ど
の
バ
ラ
モ
ン
思
想
諸
学
派
や
、
仏
教
内
部
の
説

一
切
有
部
（
ｇ
『
乱
豊
ぐ
豊
旨
）
な
ど
の
存
在
論
と
そ
れ
を
批
判
す
る
龍

樹
の
立
場
が
述
べ
ら
れ
る
。
龍
樹
の
実
在
論
批
判
は
、
龍
樹
（
一
五
○
’

二
五
○
）
か
ら
ウ
ダ
ヤ
ナ
（
ご
烏
冨
国
四
一
○
二
五
’
一
一
○
○
）
ま
で

約
千
年
間
続
く
仏
教
と
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
と
の
論
争

の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。
龍
樹
の
考
察
対
象
の
な
か
で
最
も
代
表
的
な
関

係
は
「
特
質
（
属
性
）
・
基
本
関
係
（
監
閏
日
四
‐
舎
閏
目
邑
‐
喜
習
勉
法
・

有
法
関
係
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
中
論
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
大
部
分

の
「
特
質
・
基
本
関
係
」
、
す
な
わ
ち
「
ダ
ル
マ
」
と
「
ダ
ル
ミ
ン
」
と

の
関
係
は
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
術
語
で
言
え
ば
、
内

属
関
係
（
ｍ
四
目
四
ぐ
四
百
和
合
）
に
相
当
す
る
。
内
属
関
係
と
は
、
部
分

（
画
く
四
百
ぐ
四
）
と
全
体
（
自
画
旨
く
旨
）
、
徳
（
唱
目
）
と
徳
の
基
体

（
唱
昌
ロ
）
、
行
為
（
冒
菌
）
と
行
為
の
基
体
房
身
習
昌
）
、
個
物

（
ぐ
冨
冨
）
と
類
言
己
、
常
住
な
実
体
（
日
ご
邑
国
ご
旨
）
と
特
殊

（
ぐ
豚
①
“
四
）
と
の
間
に
あ
る
関
係
で
あ
り
、
「
離
れ
て
は
存
在
し
え
な
い
」

（
四
首
目
望
邑
宮
）
と
い
う
定
義
が
あ
る
。
ニ
ャ
ー
ャ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー

シ
カ
学
派
は
「
ダ
ル
マ
」
含
冨
『
日
四
法
）
と
「
ダ
ル
ミ
ン
」
（
監
胃
目
昌

有
法
）
両
方
の
実
在
性
を
認
め
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
（
シ
ｇ
昼
百
片
目
鯉
阿
毘
達

磨
）
仏
教
や
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
ｅ
侭
愚
鳴
陳
那
）
を
は
じ
め
と
す
る
仏

教
論
理
学
派
は
「
ダ
ル
マ
」
の
実
在
性
を
認
め
る
が
、
「
ダ
ル
ミ
ン
」
の

実
在
性
を
認
め
な
い
。
し
か
し
、
龍
樹
は
い
ず
れ
の
実
在
性
を
も
認
め
な

い
。
た
と
え
ば
、
『
中
論
』
で
述
べ
ら
れ
る
「
行
く
人
は
行
か
な
い
」

（
鴨
国
薗
口
画
彊
。
ｏ
冨
巳
と
い
う
表
現
の
場
合
、
「
行
く
」
と
い
う
行
為

が
ダ
ル
マ
（
特
質
）
で
あ
り
、
「
行
く
人
」
と
い
う
行
為
者
が
ダ
ル
ミ
ン

（
基
体
）
で
あ
る
。
龍
樹
は
、
こ
の
ダ
ル
マ
と
ダ
ル
ミ
ン
の
両
方
の
実
在

性
を
否
定
す
る
。
そ
の
否
定
の
論
法
は
、
第
二
章
弓
中
論
』
に
お
け
る

空
の
論
理
」
で
示
さ
れ
る
。

第
四
節
弓
中
論
」
に
お
け
る
空
と
世
俗
」
で
は
、
龍
樹
の
「
世
俗

諦
」
・
「
勝
義
諦
」
と
立
川
氏
の
考
え
る
「
俗
な
る
も
の
」
・
「
聖
な
る

も
の
」
と
の
対
応
が
示
さ
れ
る
。
龍
樹
の
「
世
俗
」
は
「
俗
な
る
も
の
」

で
あ
り
、
「
最
高
真
理
（
勝
義
諦
）
」
は
「
聖
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
、
と
立
川
氏
は
考
え
る
。
ま
た
、
龍
樹
は
、
十
二
支
縁
起

で
時
間
的
因
果
関
係
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
縁
起
を
同
一
時
点
に
お

け
る
論
理
的
関
係
と
し
て
考
察
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
龍
樹
に
と
っ

て
は
、
運
動
と
そ
の
基
体
、
動
作
と
そ
の
主
体
、
能
動
と
受
動
、
有
と
無
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な
ど
も
縁
起
の
関
係
に
あ
る
。
立
川
氏
は
、
龍
樹
の
世
俗
否
定
か
ら
最
高

真
理
へ
の
道
を
第
一
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
と
と
ら
え
、
最
高
真
理
か
ら
世
俗
へ

の
道
を
第
二
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。

第
五
節
「
空
と
言
語
活
動
の
止
滅
」
で
は
、
『
中
論
』
で
の
「
プ
ラ
パ

ン
チ
ャ
」
（
官
砦
昌
８
戯
論
）
の
用
法
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
用
法
は
、

「
言
葉
と
し
て
の
プ
ラ
パ
ン
チ
ャ
」
、
「
表
現
行
為
と
し
て
の
プ
ラ
パ
ン
チ

ャ
」
、
「
表
象
、
概
念
と
し
て
の
プ
ラ
パ
ン
チ
ャ
」
、
「
表
現
対
象
と
し
て
の

プ
ラ
パ
ン
チ
さ
と
い
う
四
種
に
分
類
さ
れ
る
。
龍
樹
に
と
っ
て
プ
ラ
パ

ン
チ
ャ
は
世
俗
の
す
べ
て
の
活
動
と
そ
の
対
象
で
あ
り
、
「
プ
ラ
パ
ン
チ

ャ
」
の
止
滅
が
『
中
論
」
の
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て

否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
真
理
」
、
「
縁
起
」
、
「
空
性
」
の
出
現
を
期
待

し
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
「
中
論
』
に
お
け
る
空
の
論
理
」
は
、
本
書
の
中
核
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
龍
樹
の
論
理
的
方
法
論
が
分
析
さ
れ
る
。

第
一
節
「
縁
起
を
語
る
命
題
ｌ
『
俗
な
る
も
の
」
の
構
造
ｌ
」
で
は
、

『
中
論
』
全
体
の
な
か
で
の
「
縁
起
の
関
係
に
あ
る
二
者
を
語
る
命
題
」

（
一
二
頁
）
の
実
例
を
示
す
表
（
二
三
’
一
二
○
頁
）
が
付
さ
れ
て

い
る
。
「
中
論
」
に
お
い
て
は
、
「
分
離
不
可
能
な
二
つ
の
項
」
が
縁
起

（
官
陣
国
冨
の
昌
旨
ｇ
乱
四
）
の
関
係
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

別
々
で
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
「
空
の
論
理
の
モ
デ
ル
・
『
中
論
」
二
章
」
で
は
、
「
中
論
』

第
二
章
の
否
定
の
議
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
否
定
の
三
パ
タ
ー
ン
」
が

示
さ
れ
る
。
第
一
偶
は
従
来
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ｍ
四
国
日
胃
〕
い
い
画
員
昌
曾
①
画
く
四
・
四
，
四
画
巳
邑
印
］
ぐ
四
ｍ
ｍ
白
］
翼
①
、

伽
四
団
、
口
国
邑
己
目
旨
冑
煙
日
輌
口
冒
営
凹
日
少
戸
四
日
目
印
媚
四
日
昌
自
の
、
、
白
員
八

四
Ｉ
』
）

立
川
氏
は
次
の
よ
う
に
和
訳
す
る
。

す
で
に
歩
か
れ
た
と
こ
ろ
（
鴨
国
已
去
処
）
は
歩
か
れ
な
い

、
自
由
ｍ
凹
冒
国
翼
の
）
。

ま
だ
歩
か
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
（
四
個
冨
未
去
処
）
は
歩
か
れ
な

い
Ｏ
す
で
に
歩
か
れ
た
と
こ
ろ
お
よ
び
ま
だ
歩
か
れ
な
い
と
こ
ろ
を
離

れ
た
、

今
歩
き
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
（
鴇
目
富
国
習
四
現
去
処
、
去
時
）
は

歩
か
れ
な
い
（
あ
る
い
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
）
。
（
一
二
八
頁
）

盟
日
冒
扇
は
、
他
動
詞
く
隠
日
「
行
く
」
の
受
動
態
・
三
人
称
・
単

数
・
現
在
形
で
あ
り
、
「
行
か
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
文
章
（
命

題
）
に
す
れ
ば
「
目
的
地
は
（
主
格
）
、
誰
か
に
よ
っ
て
（
具
格
）
、
い
ま

行
か
れ
る
（
受
動
態
）
」
と
い
う
構
造
を
と
る
。
彊
国
日
目
鳴
冒
旨
厨
と

い
う
命
題
の
な
か
に
は
、
何
に
よ
っ
て
「
行
か
れ
る
」
の
か
と
い
う
行
為

者
、
こ
こ
で
は
三
人
称
・
単
数
・
具
格
に
な
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
の
記

述
は
な
い
が
、
こ
れ
は
「
行
く
者
に
よ
っ
て
」
（
鴇
具
働
）
の
省
略
と
考

え
れ
ば
よ
い
。
く
鳴
目
の
過
去
受
動
分
詞
鴇
冒
口
の
解
釈
が
問
題
と
な

る
が
、
漢
訳
で
「
已
去
」
と
訳
さ
れ
る
こ
の
こ
と
ば
を
「
去
っ
た
も
の
」

と
解
釈
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
「
去
っ
た
も
の
が
去
ら
れ
る
」

と
な
り
、
意
味
が
通
ら
な
い
。
こ
の
彊
国
日
は
盟
冒
冨
扁
の
主
語
で
は

あ
る
が
、
行
為
者
で
は
な
く
、
目
的
地
と
し
て
の
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
「
過
去
に
行
か
れ
た
場
所
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
章

全
体
の
意
味
は
「
過
去
に
行
か
れ
た
場
所
は
、
〔
行
く
者
に
よ
っ
て
〕
い

ま
行
か
れ
な
い
」
と
な
る
。
「
過
去
に
行
か
れ
た
場
所
」
は
過
去
の
行
為

と
整
合
性
を
持
ち
、
現
在
形
で
示
さ
れ
る
隠
目
冨
話
と
は
整
合
性
を
持

た
な
い
。
隠
冨
目
（
過
去
）
と
盟
日
冒
蔚
（
現
在
）
と
は
時
制
が
異
な
る

の
で
、
「
過
去
に
行
か
れ
た
場
所
が
、
い
ま
行
か
れ
る
」
と
い
う
命
題
は

成
立
し
な
い
。
同
様
に
、
國
鴨
国
昌
（
未
来
）
と
唱
日
冨
苛
（
現
在
）
と

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
「
未
来
に
行
か
れ
る
場
所
が
、
い
ま
行
か
れ
る
」

と
い
う
命
題
も
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
隠
冒
冨
日
目
四
日
（
現
在
分
詞
）

と
阻
臼
冨
蔚
（
現
在
）
と
は
整
合
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
龍
樹
は
こ
の

命
題
を
も
ま
た
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
根
拠
は
、
「
行
か
れ
る

場
所
」
の
時
制
を
過
去
未
来
と
の
二
領
域
に
配
分
し
て
し
ま
い
、
現
在
を

認
め
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
が
「
否
定
の
第
一
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
で
は
、
鴨
冒
冒
日
目
四
日
目
隠
日
冨
蔚
は
、
「
い
ま
行
き
つ
つ

あ
る
場
所
は
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
第
二
偶
で
対
論

者
は
、
過
去
に
行
か
れ
る
場
所
と
未
来
に
行
か
れ
る
場
所
は
い
ま
行
か
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
行
か
れ
る
場
所
は
い
ま
行
か
れ
る
で
は
な

い
か
、
と
反
論
す
る
。
こ
の
議
論
は
第
一
偶
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
龍
樹

は
こ
の
反
論
を
さ
ら
に
別
の
方
法
で
第
三
偶
か
ら
第
五
偶
に
お
い
て
否
定

す
る
。
仮
に
「
い
ま
行
き
つ
つ
あ
る
場
所
」
（
甥
目
冨
目
習
四
日
）
を
認
め

る
と
し
て
も
、
「
い
ま
行
き
つ
つ
あ
る
場
所
が
、
い
ま
行
か
れ
る
」
と
い

う
命
題
が
成
立
す
る
に
は
、
場
所
と
行
為
と
が
別
々
の
独
立
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
龍
樹
は
主
張
す
る
。
こ
こ
で
は
「
い
ま
行
か
れ

る
」
と
い
う
行
為
が
ダ
ル
マ
（
特
質
）
で
あ
り
、
「
い
ま
行
き
つ
つ
あ
る

場
所
」
が
ダ
ル
ミ
ン
（
基
体
）
で
あ
る
。
こ
の
「
離
れ
て
は
存
在
し
え
な

い
」
内
属
関
係
か
ら
成
る
「
特
質
・
基
体
関
係
」
の
「
特
質
」
と
「
基

体
」
と
を
分
解
し
て
し
ま
い
、
独
立
し
た
も
の
と
し
て
は
存
在
し
え
な
い

こ
と
を
龍
樹
は
示
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
い
ま
行
く
」
行
為
（
ダ
ル

マ
）
は
「
い
ま
行
き
つ
つ
あ
る
場
所
」
（
ダ
ル
ミ
ン
）
な
く
し
て
は
あ
り

え
ず
、
「
い
ま
行
き
つ
つ
あ
る
場
所
」
（
ダ
ル
ミ
ン
）
も
「
い
ま
行
く
」
行

為
（
ダ
ル
マ
）
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
が
「
否
定
の
第
二
パ

タ
ー
ン
」
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
で
は
、
盟
白
冨
日
四
国
“
日
自
画
唱
日
冨
房
は
、

「
い
ま
行
き
つ
つ
あ
る
場
所
は
、
行
か
れ
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
龍
樹
に
と
っ
て
は
第
二
章
第
一
偶
の
命

題
は
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
龍
樹
は
第
一
八
偶
で
次
の
よ
う

に
言
う
。
去
る
こ
と
と
、
去
者
と
は
、

｜
体
で
あ
る
こ
と
も
な
く
、

去
る
こ
と
と
、
去
者
と
は
、

別
体
で
も
あ
り
得
な
い
。
（
一
三
四
頁
）

そ
し
て
そ
の
根
拠
を
第
二
○
偶
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

も
し
、
去
る
こ
と
と
去
者
と
が
、
別
体
で
あ
る
と
、

虚
妄
な
判
断
を
下
す
な
ら
ば
、

去
者
の
な
い
去
る
こ
と
と
、

去
る
こ
と
の
な
い
去
者
が
あ
ろ
う
。
（
一
三
五
頁
）

こ
こ
で
は
、
「
去
る
こ
と
」
が
ダ
ル
マ
で
あ
り
、
「
去
者
」
が
ダ
ル
ミ
ン

で
あ
る
。
こ
の
ダ
ル
マ
と
ダ
ル
ミ
ン
は
「
行
為
」
と
「
行
為
者
」
で
あ
り
、

離
れ
て
は
存
在
し
得
な
い
内
属
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
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別
々
で
は
存
在
し
え
ず
、
も
し
、
別
々
で
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
「
去
る
」

と
い
う
行
為
は
「
去
者
」
と
い
う
行
為
者
な
し
で
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、

同
様
に
「
去
者
」
と
い
う
行
為
者
も
「
去
る
」
と
い
う
行
為
な
し
で
存
在

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
「
去
者
な
し
の
去
る
行
為
」
と

「
去
ら
な
い
去
者
」
が
存
在
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
実

に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
去
者
は
去
ら

な
ど
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
否
定
の
第
三
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
。
ま
さ

に
、
こ
の
否
定
の
三
パ
タ
ー
ン
が
龍
樹
の
思
想
の
論
理
的
中
核
を
な
す
も

の
で
あ
る
。

第
三
節
「
言
葉
を
否
定
す
る
龍
樹
の
論
法
ｌ
「
俗
な
る
も
の
』
の
否
定

（
｜
）
」
で
は
、
龍
樹
の
否
定
の
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
る
。
龍
樹
は
議
論

領
域
を
補
集
合
的
に
二
つ
の
も
の
（
格
）
に
配
分
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
以
下
の
五
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
Ａ
型
碑
「
原
因
に

類
似
の
結
果
」
と
「
原
因
に
非
類
似
の
結
果
」
と
い
う
よ
う
な
、
修
飾
語

に
よ
る
配
分
。
Ｂ
型
”
「
存
す
る
も
の
」
と
「
存
し
な
い
も
の
」
と
い
う

よ
う
な
、
第
二
格
に
否
定
辞
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
配
分
。
Ｃ
型
却
仙

「
薪
が
火
に
相
待
す
る
（
ｇ
①
汀
冒
）
場
合
」
と
「
薪
が
火
に
相
待
し
な

い
（
四
口
名
の
嚴
冒
）
の
場
合
」
と
い
う
よ
う
な
、
動
詞
的
形
容
詞
に
よ
る

配
分
。
②
「
物
質
が
存
す
る
場
合
」
（
『
§
①
の
豊
）
と
「
物
質
が
存
し
な

い
場
合
」
（
『
目
①
・
切
目
）
と
い
う
よ
雷
フ
な
、
絶
対
於
格
に
よ
る
配
分
。
③

「
貧
り
が
貧
者
と
共
に
（
“
働
冨
）
存
す
る
場
合
」
と
「
貧
り
が
貧
者
と
共

で
は
な
く
（
四
ｍ
画
ご
）
存
す
る
場
合
」
と
い
う
よ
う
な
、
不
変
化
訶
と
そ

の
否
定
語
に
よ
る
配
分
。
Ｄ
型
轆
「
原
因
と
結
果
が
、
同
体
で
あ
る
場

合
」
と
「
原
因
と
結
果
が
、
別
体
で
あ
る
場
合
」
と
い
う
よ
う
な
、
同
体

性
（
の
言
弓
、
）
と
別
体
性
（
目
旨
。
ｍ
）
に
よ
る
配
分
。
Ｅ
型
轆
「
滅
後

の
世
尊
」
と
「
現
在
住
す
る
世
尊
」
と
い
う
よ
う
な
、
否
定
辞
を
伴
わ
な

い
補
集
合
的
配
分
。

第
四
節
「
命
題
の
否
定
と
名
辞
の
否
定
ｌ
「
俗
な
る
も
の
」
の
否
定

（
二
）
」
で
は
、
定
立
否
定
（
層
ご
匡
烏
“
四
）
と
非
定
立
否
定

（
官
四
囲
ご
ｇ
国
鳥
①
農
煙
）
と
い
う
二
種
の
否
定
を
龍
樹
が
使
い
分
け
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

口
四
声
畔
ｍ
ｐ
ｍ
塁
画
困
骨
留
日
丙
画
昌
四
言
］
ご
巨
己
名
且
〕
胃
里

目
色
訂
日
冒
の
冨
閉
且
泳
四
目
訂
曼
四
日
島
ｇ
煙
冒
島
鼻
①
ご
（
旨
悶

繧
ｌ
①
）

原
因
に
類
似
の
結
果
が
、
あ
る
と
は
あ
り
得
ず
、

か
つ
原
因
に
非
類
似
の
結
果
が
あ
る
と
は
あ
り
得
な
い
。
（
一
六

三
頁
）

こ
こ
で
は
、
閉
且
風
四
日
（
非
類
似
）
の
否
定
辞
四
‐
は
“
且
風
四
日
（
類

似
）
と
い
う
名
辞
を
否
定
し
、
「
類
似
」
以
外
の
も
の
の
定
立
を
意
味
す

る
。
こ
の
否
定
は
「
定
立
否
定
」
（
冒
昌
且
剖
四
）
で
あ
る
。
龍
樹
は
、

「
原
因
に
類
似
の
結
果
」
と
「
原
因
に
非
類
似
の
結
果
」
と
い
う
二
つ
の

項
を
補
集
合
と
し
て
と
ら
え
議
論
領
域
の
す
べ
て
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
原
因
に
類
似
の
結
果
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
命
題
否
定
で
あ
る
「
非
定
立
否
定
」
（
官
四
囲
ご
ｇ
国
鳥
＆
言
）
と

解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
邑
四
冨
国
冨
里
煙
開
四
号
留
日
厨
曼
四
日

］
ご
ロ
意
冒
島
昌
の
（
原
因
に
非
類
似
の
結
果
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
）
と
い
う
命
題
全
体
の
否
定
は
非
定
立
否
定
で
あ
る
。
龍
樹
の
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議
論
で
は
、
補
集
合
的
配
分
は
定
立
否
定
に
、
命
題
の
真
・
偽
は
非
定
立

否
定
に
よ
る
の
で
あ
る
。

第
五
節
「
自
性
と
変
化
ｌ
『
俗
な
る
も
の
」
か
ら
『
聖
な
る
も
の
』
ヘ

ー
」
で
は
、
龍
樹
の
用
い
る
自
性
（
い
く
号
颪
ぐ
画
）
が
考
察
さ
れ
る
。
龍

樹
の
考
え
る
自
性
と
は
、
生
滅
を
離
れ
、
常
住
不
変
の
も
の
で
あ
り
、
原

因
や
条
件
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
非
存
在
で
は
な
く
、
恒

常
不
変
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
ス
ヴ
ァ
バ
ー
ヴ
ァ
」
は
「
自
性
」

以
外
に
他
の
も
の
か
ら
区
別
さ
れ
た
自
ら
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
第
十
五
章
第
三
偶
で
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

ス
ヴ
ァ
バ
ー
ヴ
ァ
（
自
体
）
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
パ
ラ
ヴ
ァ
ー
バ
（
他
体
）
が
存
在
し
よ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
他
体
の
自
体
が
他
体
と
言
わ
れ
る
か
ら
。
（
一
九

八
頁
註
）

こ
こ
で
は
「
ス
ヴ
ァ
バ
ー
ヴ
ァ
」
は
、
「
自
性
」
と
訳
さ
れ
る
意
味
と

し
て
の
基
体
に
属
す
る
特
質
で
な
く
、
特
質
と
そ
の
基
体
を
含
む
総
体
を

意
味
し
て
お
り
、
「
自
体
」
と
訳
さ
れ
る
べ
き
概
念
で
あ
る
。
龍
樹
に
と

っ
て
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
存
在
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
第
六
節
「
空
と
よ
み
が
え
る
言
葉
ｌ
「
聖
な
る
も
の
」
か
ら
「
俗
な
る

も
の
」
へ
ｌ
」
で
は
、
言
語
的
展
開
（
プ
ラ
パ
ン
チ
ャ
、
戯
論
）
を
否
定

し
た
後
の
龍
樹
の
態
度
が
示
さ
れ
る
。
実
在
論
的
現
象
世
界
を
否
定
し
、

そ
の
後
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
と
そ
の
関
係
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
方
法
と
し
て
、
二
つ
の
項
の
関
係
が
肯
定
的
命
題
と
し
て
語
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

第
三
章
「
空
と
言
葉
」
で
は
、
『
中
論
』
に
お
け
る
「
縁
起
」
と
「
四

句
分
別
」
、
そ
し
て
註
釈
者
た
ち
の
と
ら
え
る
「
縁
起
」
の
意
味
や
側
面

が
示
さ
れ
る
。

第
一
節
「
『
中
論
」
に
お
け
る
「
縁
起
』
の
意
味
」
で
は
、
縁
起
の
多

様
性
が
示
さ
れ
る
。
『
中
論
」
の
帰
敬
偶
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

減
す
る
こ
と
な
く
、
．
生
ず
る
こ
と
な
く
、
断
な
る
こ
と
な
く
、
常

な
る
こ
と
な
く
、

同
一
の
も
の
な
く
、
別
異
の
も
の
な
く
、
来
る
こ
と
な
く
、
行
く

｝
」
‐
シ
」
皿
か
毬
巽
式
ｃ
、

戯
論
の
止
滅
し
た
、
吉
祥
な
る
縁
起
を
説
い
た
正
覚
者
、

諸
々
の
説
法
者
中
最
も
優
れ
た
人
に
わ
た
し
は
敬
礼
す
る
。
（
二

○
七
’
二
○
八
頁
）

「
減
す
る
こ
と
な
く
、
生
ず
る
こ
と
な
く
、
断
な
く
こ
と
な
く
、
常
な

る
こ
と
な
く
、
来
る
こ
と
な
く
、
行
く
こ
と
な
き
」
と
い
う
の
は
、
基
体

の
属
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
同
一
の
も
の
な
く
」
（
自
‐
の
百
‐
肖
冨
目
）
、

「
別
異
の
も
の
な
く
」
（
四
‐
目
鼠
‐
色
旦
冨
目
）
と
い
う
否
定
複
合
語
は
、

『
中
論
』
の
他
の
箇
所
で
の
用
法
と
同
じ
で
あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
所
有

複
合
語
に
な
り
、
「
同
一
の
も
の
が
縁
起
に
所
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
、

「
別
異
の
も
の
が
縁
起
に
所
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な

る
。
つ
ま
り
、
属
性
を
持
つ
基
体
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
縁
起
」

は
、
「
縁
っ
て
生
ず
る
こ
と
」
と
い
う
一
般
的
解
釈
と
は
異
な
る
意
味
を

持
っ
て
い
る
。
『
中
論
」
に
お
け
る
縁
起
は
、
存
在
物
の
属
性
・
性
質
、

存
在
物
そ
の
も
の
、
そ
し
て
そ
の
存
在
物
が
そ
の
よ
う
に
し
て
あ
る
と
い

う
在
り
方
と
し
て
の
真
理
を
も
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
二
節
「
現
象
世
界
の
聖
化
」
で
は
、
「
縁
起
」
と
「
空
」
と
の
関
係

が
考
察
さ
れ
る
。
龍
樹
の
縁
起
説
は
、
言
葉
と
そ
の
対
象
と
い
う
現
象
世

界
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
お
り
、
彼
は
「
縁
起
の
思
想
」
と
「
空
の
思

想
」
と
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
『
中
論
』
に
お
い
て
は
、
縁
起
を
構

成
す
る
二
つ
の
項
と
そ
の
関
係
も
が
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
縁
起
は

「
言
語
的
展
開
の
寂
滅
」
を
も
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
言
語
的
展
開
の
姿

を
取
る
縁
起
も
第
二
六
章
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
俗
な

る
も
の
」
が
否
定
さ
れ
た
と
き
「
聖
な
る
も
の
」
が
顕
現
し
、
そ
の
「
聖

な
る
も
の
」
が
「
俗
な
る
も
の
」
の
中
で
作
用
す
る
と
い
う
実
践
的
な
構

造
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
「
『
中
論
』
に
お
け
る
四
句
分
別
」
で
は
、
龍
樹
の
「
四
句
分

別
」
（
テ
ト
ラ
レ
ン
マ
○
四
言
爵
○
巳
が
矛
盾
律
、
排
中
律
を
守
っ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
「
中
論
』
で
の
四
句
分
別
は
、
否
定
形
・
連
言
（
グ

ル
ー
プ
ー
）
、
肯
定
形
・
選
言
（
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
）
に
大
別
さ
れ
る
。
さ
ら

に
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
三
つ
の
タ
イ
プ
と
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る

（
「
表
４
」
二
五
四
頁
参
照
）
。
た
と
え
ば
、
否
定
形
・
連
言
で
完
全
な
四

句
分
別
の
形
を
備
え
た
次
の
よ
う
な
『
中
論
』
第
一
章
第
一
偶
を
パ
ラ
フ

レ
イ
ズ
し
た
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
格
諸
法
は
自
ら
生
じ
な
く
、
か
つ
、

第
二
格
諸
法
は
他
か
ら
生
じ
な
く
、
か
つ
、

第
三
格
諸
法
は
自
他
共
か
ら
生
じ
な
く
、
か
つ
、

第
四
格
諸
法
は
無
因
か
ら
生
じ
な
い
。
（
二
五
三
、
二
五
五
頁
）

「
自
ら
生
じ
る
も
の
」
と
「
他
か
ら
生
じ
る
も
の
」
は
補
集
合
で
あ
り
、

こ
こ
で
の
議
論
領
域
は
自
ら
生
じ
る
も
の
が
存
在
す
る
領
域
と
他
か
ら
生

じ
る
も
の
が
存
在
す
る
領
域
と
の
和
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
格
で
、
「
諸

法
は
自
ら
生
じ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
。
次
に
第
二
格
で
、

「
諸
法
は
他
か
ら
生
じ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
。
実
質
的

に
は
議
論
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
龍
樹
は
論
理
的
可
能
性
を
す
べ

て
否
定
す
る
た
め
に
、
第
一
格
、
第
二
格
の
否
定
の
確
認
と
し
て
、
第
三

格
、
第
四
格
の
議
論
へ
と
進
む
の
で
あ
る
。
第
三
格
で
は
、
「
諸
法
は
自

ら
生
じ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
と
「
諸
法
は
他
か
ら
生
じ
る
も
の
」
で
あ

る
こ
と
と
の
和
が
否
定
さ
れ
る
。
第
四
格
で
は
、
第
三
格
の
補
集
合
、
つ

ま
り
、
全
宇
宙
か
ら
第
三
格
の
領
域
を
除
い
た
も
の
が
否
定
さ
れ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
、
諸
法
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
龍
樹
は
般
若
経
の
思
想
を
逆
説
的
に
で
は

な
く
、
論
理
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
節
「
「
華
厳
五
教
章
』
に
お
け
る
四
句
分
別
」
で
は
、
中
国
の
華

厳
教
学
で
の
四
句
分
別
の
理
解
が
示
さ
れ
る
。
『
華
厳
五
教
章
」
に
お
い

て
四
句
分
別
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
は
同
一
の
時
間
に
成
立
す
る
の
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の
議
論
は
『
中
論
』
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
も

の
の
否
定
ま
で
至
ら
な
い
。
そ
し
て
、
否
定
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
も
の
が

仮
説
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

第
五
節
「
中
期
中
観
派
に
お
け
る
『
縁
起
』
」
で
は
、
仏
護

ａ
匡
匙
冨
扇
冒
四
）
や
月
称
合
四
且
圖
罫
昌
）
な
ど
帰
謬
論
証
派
と
清

弁
な
ど
自
立
論
証
派
と
の
縁
起
解
釈
の
相
違
が
示
さ
れ
る
。
デ
ィ
グ
ナ
ー

ガ
の
論
理
学
を
知
ら
な
か
っ
た
仏
護
は
、
帰
謬
法
に
よ
っ
て
「
中
論
』
を

註
釈
し
た
。
一
方
、
空
性
は
言
葉
に
よ
る
論
証
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る

清
弁
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
論
理
学
に
よ
っ
て
註
釈
し
た
。
し
か
し
、
デ
イ
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グ
ナ
ー
ガ
の
論
理
学
を
知
っ
て
い
た
月
称
は
、
そ
の
体
系
を
積
極
的
に
用

い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
月
称
に
と
っ
て
言
葉
は
否
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
空
性
は
言
語
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
よ
う
な
現
象

世
界
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

第
四
章
「
清
弁
『
智
恵
の
と
も
し
び
』
二
章
」
は
、
『
中
論
」
第
二
章

「
已
去
処
と
未
去
処
の
考
察
」
（
観
去
来
品
、
の
四
国
盟
国
層
『
鼻
閏
）
に
対

す
る
清
弁
に
よ
る
註
釈
書
「
智
恵
の
と
も
し
び
」
（
、
ミ
酌
恩
員
与
国
般
若

灯
論
）
の
和
訳
、
解
説
、
訳
註
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
は
現

存
せ
ず
、
詞
も
四
且
①
冨
氏
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か
ら
の
還
元
梵
文

が
出
版
ｅ
の
旨
》
己
路
》
ら
＄
）
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
点
が
多
い
。

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
（
貯
助
目
胃
四
目
蒼
良
）
は
、
北
京
版
（
五
二
五
三
）
、
デ

ル
ゲ
版
（
三
八
五
三
）
、
ナ
ル
タ
ン
版
が
あ
り
、
第
二
章
に
関
し
て
は

巨
閏
乏
邑
の
の
①
『
氏
に
よ
る
校
訂
本
（
○
巴
。
昌
国
．
ご
Ｅ
）
が
あ
る
。
漢

訳
（
『
般
若
灯
論
釈
』
大
正
蔵
、
一
五
六
六
）
も
あ
る
が
、
問
題
点
が
多

い
。
さ
ら
に
、
観
誓
（
ン
ぐ
巴
○
置
国
ぐ
国
富
）
に
よ
る
復
註
含
困
、
§

吻
喝
。
薑
営
巨
ご
瞳
亀
＆
噂
吋
、
与
国
）
が
、
北
京
版
（
五
二
五
九
）
と
デ
ル
ゲ

ｕ
■

版
（
三
八
五
九
）
に
あ
る
。
『
本
書
」
の
訳
註
で
は
清
弁
の
議
論
の
典
拠

が
で
き
る
限
り
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
智
恵
の
と
も
し
び
』
和
訳
の
正
確

さ
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。
渭
弁
の
立
場
は
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
論
理
学

を
用
い
て
『
中
論
』
を
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
独
自
の

論
証
法
も
見
ら
れ
る
。
渭
弁
の
「
中
論
』
解
釈
の
一
端
を
あ
げ
て
み
た
い
。

『
中
論
』
第
二
章
第
一
偶
を
註
釈
し
て
清
弁
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
主
張
）
〔
一
本
の
道
の
〕
未
去
処
に
去
る
こ
と
な
し
。

（
理
由
句
）
未
去
処
性
が
存
す
る
ゆ
え
に
。

（
同
類
例
）
例
え
ば
、
〔
場
と
し
て
の
〕
そ
れ
〔
す
な
わ
ち
未
去

処
〕
と
は
別
の
、
去
ろ
う
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
道
〔
つ
ま
り
、

場
と
し
て
の
未
去
処
以
外
の
未
去
処
〕
に
お
け
る
よ
う
に
。
（
三

四
九
頁
）

こ
こ
で
は
、
主
張
で
の
主
題
（
推
理
の
場
所
）
は
「
未
去
処
」
で
あ
り
、

同
類
例
で
の
主
題
も
「
未
去
処
」
で
あ
る
。
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
論
理
学
で

は
主
張
の
主
題
と
同
類
例
の
主
題
は
異
な
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
清
弁
は
主
張
の
主
題
の
「
未
去
処
」
を
場
と
し
て
の
「
未

去
処
」
と
し
、
同
類
例
の
主
題
の
「
未
去
処
」
を
場
以
外
の
「
未
去
処
」

と
す
る
。
つ
ま
り
、
「
未
去
処
」
を
量
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
「
未
去
処
」
を
異
な
る
も
の
と
し
て
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
の
「
索
引
」
は
日
本
語
の
み
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
や
チ
ベ
ッ
ト
語
な
ど
の
索
引
が
な
い
。
本
書
は
研
究
資
料
と
し
て
の

使
用
に
耐
え
う
る
に
は
こ
れ
ら
の
索
引
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
書
は
他
の
研
究
書
の
追
随
を
許
さ
な
い
深
い
思
索
の
結
実
で

あ
り
、
そ
の
学
術
的
価
値
は
高
く
、
『
中
論
」
研
究
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ

が
開
か
れ
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
法
蔵
館
一
九
九
四
年
六
月
三
十
日
刊
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三
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